
公益社団法人松阪市シルバー人材センター
令和５年８月２４日



1. 事業の目的

センターは、定年退職等において常用雇用ではなく、臨時的、短期的または軽易な就
業を通じて、自己の労働能力を活用し、自らの生きがいの充実や社会参加を希望する
高年齢者の就業機会の増大と、福祉の増進を図るとともに、高年齢者の経験と能力を
生かした活力ある地域社会づくりに寄与することを目的としています。

01.松阪市シルバー人材センター概要

2. 事業の基本理念

シルバー人材センターの趣旨に賛同した地域に居住する原則として60 歳以上で、

健康で働く意欲のある高年齢者が集まって作られた自主的な団体です。

自 主 ・・・・・・自分自身のものとして取り組む 

自 立 ・・・・・・自分たちの力で育てる 

共 働 ・・・・・・協力し合ってともに働く 

共 助 ・・・・・・お互いに助け合う 



3. 組織

センターは、会員を構成員として組織されており、会員の総意によって運営される高
年齢者の自主的な団体で、 国、県、市から補助を受ける営利を目的としない公益社
団法人です。

4. 沿革

昭和６３年１１月 一般社団法人松阪市シルバー人材センターとして設立

平成２４年 ４月 公益社団法人へ認定

5. 事業内容（令和５年３月３１日現在）

1. 会員数 １，０１２人

2. 平均年齢 ７３．８歳

3. 年会費 １，２００円 (別途互助会費１，０００円)

4. 受注件数 ６，８４１件（派遣就業を含む）

5. 就業延べ人員 １１７，７８９人（派遣就業を含む）

6. 契約金額 ５７０，４８３千円（派遣就業を含む）



02.サステナビリティへの取組み

1. サステナビリティに対する考え方

継続可能な社会の実現
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2. サステナビリティ推進体制
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03.センター活動とＳＤＧs 
～センター活動におけるＳＤＧs への貢献～

松阪市シルバー人材センターは、高齢者の就業機会の拡大や人材の育成、女性会員拡
大やデジタルデバイドの解消、普及啓発・補助事業の推進、福祉・家事援助サービス
などの活動を通じてＳＤＧs の達成に貢献することで、サステナビリティな社会を実
現します。

高齢者への就業提供及び健康で生きがいのある生活の実現に寄与。

センターが組織的にまだまだ働きたい元気な高齢者へ就業提供することにより、

・追加収入による経済的な生活基盤の安定

・就業による健康維持

・就業やボランティアを通しての地域社会での交流など、地域の多くの高齢者が

健康で生きがいのある生活を送れるよう支援し、高齢者が活躍できる環境を

創出します。



04.事業と紐づくSDGsの目標

1. 高齢者への就業提供及び健康で生きがいのある生活の実現に寄与

シルバー人材センターは、「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」に基づき、

国、県、市からの支援を受けて運営されている公益法人(社団法人)です。

企業や家庭、公共団体などからさまざまな仕事を引き受けて、地域の経験豊かな

高齢者の方々に仕事を提供する団体であり、働くことを通じて高齢者の生きがいと

健康づくりをすすめ、活力ある地域社会づくりに貢献しています



04.事業と紐づくSDGsの目標

2.シルバー事業の普及啓発・デジタル推進

・ホームページは、シルバー人材センターのイメージづくりに効果を上げており利用者様・会員さんから評価を

いただいています。令和５年度以降はアクセス解析をもとに、コンテンツの充実を図りより身近に感じていた

だける内容に取り組みます。

・センターロゴマークやキャッチコピーも広告・啓発媒体として定着しつつあります。グッズ等の展開を図り

会員就業場所でのPRも積極推進します。

・令和５年度に発足したデジタル推進ワーキング委員会は、シルバースマホ教室の定期開催等を通じ会員の

デジタル支援の取り組みをします。

・会報誌「シルバー松阪」は、紙媒体の特徴を生かし会員・センターの架け橋となるべく、年２回の発行を

します。

・「シルバーの日」ボランティア活動は、みえ松阪マラソンへの参加を基本とし各種地域ボランティアも実施を

していきます。



04.事業と紐づくSDGsの目標

3.福祉・家事援助サービス事業の推進と女性会員拡大に向けた活動

・乳幼児の一時預かり「ちびっこはうす」はホームページ・LINEなどによる広報活動の充実やPayPay支払い

導入により利用者様に利便性のある運営をします。

・「お元気応援ポイント事業」などの地域支援業務の充実を図ります。

・子育て支援は、重要課題であり「放課後児童クラブ」や「未就学児一時預かり」支援事業に対し松阪市生涯

学習課・こども未来課と連携し推進します。

・生活支援サービス総合事業について関係機関と連携し取り組みます。

・福祉・家事援助サービスについて研究と普及に努めます。

・女性の視点と行動力を活かせるように、女性会員の積極的な理事登用を推進しています。



04.事業と紐づくSDGsの目標

4.各種講習会への開催・参加

草刈り会員レベルアップ講習会

高齢者の安全運転講習会

介護のしごと入門講習

育児のしごと講習

スマートフォン教室
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